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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 模 型 玩 具 で あ っ て 、
　 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と  
な る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ っ て 前 記 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む  
前 記 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
  前 記 第 １ パ ー ツ は 他 端 に 形 成 さ れ た 第 ３ 連 結 部 を さ ら に 有 し 、
  前 記 第 ３ 連 結 部 は 第 ４ パ ー ツ と 接 続 さ れ て 第 ３ 可 動 機 構 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 模  
型 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ３ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ が 前 記 第 ２ 接 続 部 を 有 す る ２ つ の 第 ３ パ ー ツ で あ り 、
　 前 記 第 ２ 可 動 機 構 は 、 一 方 の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 第 ２ 接 続 部 が 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能  
に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 他 方 の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 第 ２ 接 続 部 が 該 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能 に 接  
続 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　8　（全13頁）
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　 前 記 第 １ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 服 飾 の 一 部 を 形 成 す る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 可 動 軸 と  
し て 機 能 し 、
　 前 記 第 ２ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 股 関 節 の 可 動 軸 と し て 機 能 し 、
　 前 記 第 ３ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 腰 関 節 の 可 動 軸 と し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ つ の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 他 端 に は 、 前 記 模 型 玩 具 の 脚 部 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ２ つ の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 他 端 は そ れ ぞ れ 円 筒 部 を 有 し 、
　 各 円 筒 部 が 前 記 脚 部 の 内 部 に 設 け ら れ た 球 形 状 の 接 続 部 へ 挿 入 さ れ 、 各 脚 部 が 前 記 第 ３  
パ ー ツ に 対 し て 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ パ ー ツ は 、 前 記 第 １ パ ー ツ に 連 結 さ れ た 際 に 、 前 記 第 １ パ ー ツ 及 び 前 記 第 ３ パ  
ー ツ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ３ パ ー ツ の 前 記 第 ２ 接 続 部 に 対 し て 前 記 脚 部 を  
接 続 す る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 脚 部 は 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 及 び 前 記 第 ２ 可 動 機 構 に よ っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 領 域 の  
範 囲 内 で 多 方 向 に 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 可 動 機 構 に よ る 前 記 脚 部 の 回 動 に 追 従 し て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 に よ っ て 前 記 第  
２ パ ー ツ が 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 模 型 玩 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 可 動 構 造 体 で あ っ て 、
　 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と  
な る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ っ て 前 記 可 動 構 造 体 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む  
前 記 可 動 構 造 体 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
  前 記 第 １ パ ー ツ は 他 端 に 形 成 さ れ た 第 ３ 連 結 部 を さ ら に 有 し 、
  前 記 第 ３ 連 結 部 は 第 ４ パ ー ツ と 接 続 さ れ て 第 ３ 可 動 機 構 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 可  
動 構 造 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 模 型 玩 具 、 及 び 可 動 構 造 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 形 型 玩 具 （ 模 型 玩 具 ） に お い て は 、 自 然 な 動 作 や 多 彩 な ポ ー ジ ン グ を 実 現 す る こ と が  
求 め ら れ て い る 。 し た が っ て 、 人 間 や 動 物 に 近 い 動 作 や ポ ー ジ ン グ を 実 現 す べ く 、 人 形 型  
玩 具 に は 種 々 の 関 節 や 可 動 部 が 含 ま れ る も の で あ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 現 実 の 動 物 と 同 様  
な リ ア ル な 動 き を 可 能 と し た 関 節 構 造 を 有 し て い る 四 足 動 物 人 形 が 提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ７ ２ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】



10

20

30

40

50

JP 7360566 B1 2023.10.12(3)

【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 技 術 で は 、 多 彩 な 動 作 を 実 現 す る た め に 種 々 の 関 節 が 含 ま れ 、 各 関 節 は 複 数 の  
パ ー ツ か ら 構 成 さ れ て い る 。 し か し 、 小 型 の 人 形 型 玩 具 に お い て は 、 そ の 空 間 的 な 制 限 か  
ら で き る 限 り 少 な い 数 の パ ー ツ で 多 彩 な 動 作 を 行 う こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 自 然 な 印 象 で 動 作 を 行 う 可 動 機 構 を 実 現 す る 新 規 な 仕 組 み を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 模 型 玩 具 で あ っ て 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２  
連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に  
受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第  
２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と を 備 え 、 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ っ て  
前 記 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 前  
記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 前 記 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 模 型 玩 具 で あ っ て 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た  
第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可  
能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ  
る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と を 備 え 、 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ  
っ て 前 記 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て  
、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 前 記 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 前  
記 第 １ パ ー ツ は 他 端 に 形 成 さ れ た 第 ３ 連 結 部 を さ ら に 有 し 、 前 記 第 ３ 連 結 部 は 第 ４ パ ー ツ  
と 接 続 さ れ て 第 ３ 可 動 機 構 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 可 動 構 造 体 で あ っ て 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ  
れ た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 １ 連 結 部 を 回  
動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続  
さ れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と を 備 え 、 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部  
に よ っ て 前 記 可 動 構 造 体 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に  
よ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 前 記 可 動 構 造 体 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 可 動 構 造 体 で あ っ て 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ  
た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な る 第 １ パ ー ツ と 、 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動  
可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 動 可 能 に 接 続 さ  
れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と を 備 え 、 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に  
よ っ て 前 記 可 動 構 造 体 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ  
っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 前 記 可 動 構 造 体 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ  
れ 、 前 記 第 １ パ ー ツ は 他 端 に 形 成 さ れ た 第 ３ 連 結 部 を さ ら に 有 し 、 前 記 第 ３ 連 結 部 は 第 ４  
パ ー ツ と 接 続 さ れ て 第 ３ 可 動 機 構 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 然 な 印 象 で 動 作 を 行 う 可 動 機 構 を 実 現 す る 新 規 な 仕 組 み を 提 供 す る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ Ａ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 外 観 正 面 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ Ｂ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 外 観 側 面 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の （ ａ ） 胴 体 部 の 分 解 斜 視 図 、 及 び （ ｂ ） 腰 部 の 分  
解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 の 組 立 図 。
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【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 の （ ａ ） 分 解 図 、 及 び （ ｂ ） 平 面 図  
、 （ ｃ ） 側 面 図 。
【 図 ５ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 脚 部 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 胴 体 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 の 下 体 部 の 動 作 を 示 す 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 実 施 形 態 を 詳 し く 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 実 施 形 態 は 特 許 請 求  
の 範 囲 に 係 る 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 ま た 実 施 形 態 で 説 明 さ れ て い る 特 徴 の 組 み 合  
わ せ の 全 て が 発 明 に 必 須 の も の と は 限 ら な い 。 実 施 形 態 で 説 明 さ れ て い る 複 数 の 特 徴 う ち  
二 つ 以 上 の 特 徴 が 任 意 に 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。 ま た 、 同 一 若 し く は 同 様 の 構 成 に は 同 一  
の 参 照 番 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ＜ 人 形 型 玩 具 の 外 観 ＞
　 ま ず 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 外 観 構 成 の  
一 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ Ａ は 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 外 観 正 面 を 示 す 。 図 １ Ｂ は 人 形 型 玩  
具 １ ０ ０ の 外 観 側 面 を 示 す 。 な お 、 上 下 、 左 右 、 前 後 の 矢 印 に つ い て は 図 に お け る 人 形 型  
玩 具 の 向 き を 示 し 、 他 の 図 面 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 人 形 型 玩 具 （ 人 形 体 ） １ ０ ０ は 、 頭 部 １ ０ １ 、 胸 部 １ ０ ２ 、 腕 部 １ ０ ３ ａ 、 １ ０ ３ ｂ 、  
腹 部 １ ０ ４ 、 腰 部 １ ０ ５ 、 及 び 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ を 備 え る 。 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ は 、  
可 動 フ ィ ギ ア な ど の 可 動 式 の 人 形 型 玩 具 で あ り 、 各 パ ー ツ は 他 の 部 材 と の 関 係 で 生 じ る 制  
限 領 域 の 範 囲 内 で 可 動 さ せ る こ と が で き る 。 頭 部 １ ０ １ は 胸 部 １ ０ ２ に 球 形 状 の 連 結 部 材  
に よ っ て 連 結 さ れ る （ 以 下 で は 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト と も 称 す る 。 ） 。 胸 部 １ ０ ２ に は 、 さ  
ら に 右 腕 部 １ ０ ３ ａ 及 び 左 腕 部 １ ０ ３ ｂ を 含 む 腕 部 １ ０ ３ が 球 形 状 の 連 結 部 材 で 連 結 さ れ  
、 下 部 に お い て 腹 部 １ ０ ４ が 連 結 さ れ る 。 胸 部 の 詳 細 な 構 成 に つ い て は 後 述 す る 。 腹 部 １  
０ ４ に は 腰 部 １ ０ ５ が 連 結 さ れ る 。 腰 部 １ ０ ５ に は 右 脚 部 １ ０ ７ ａ 及 び 左 脚 部 １ ０ ７ ｂ を  
含 む 脚 部 １ ０ ７ が 連 結 さ れ 、 ス カ ー ト 等 の 服 飾 部 で 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 以 下 で は 、 頭 部 １ ０ １ 、 胸 部 １ ０ ２ 、 及 び 腕 部 １ ０ ３ を 含 む 上 半 身 を 上 体 部 と 称  
す る 。 ま た 、 腰 部 １ ０ ５ 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ を 含 む 下 半 身 を 下 体 部 と 称 す る 。 上 体  
部 及 び 下 体 部 は 腹 部 １ ０ ４ を 介 し て 連 結 さ れ る 。 ま た 、 胸 部 １ ０ ２ 、 腹 部 １ ０ ４ 、 及 び 腰  
部 １ ０ ５ を ま と め て 胴 体 部 と も 称 す る 。 以 下 で は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 可 動 構 造 体 と し て 、  
主 に 腰 関 節 及 び 股 関 節 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は  
な く 、 以 下 で 説 明 す る 可 動 構 造 体 は 、 腰 関 節 や 股 関 節 に 限 ら ず 、 他 の 関 節 部 、 例 え ば 腕 部  
を 連 結 す る 肩 関 節 や 胸 関 節 な ど の 関 節 部 に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 腰 部 の 構 成 ＞
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 腰 部 １ ０ ５ を 中 心 と し た  
付 近 の 詳 細 構 成 つ い て 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） は 胸 部 １ ０ ２ 及 び 腹 部 １ ０ ４ と 、 腰 部 １ ０ ５  
及 び 脚 部 １ ０ ７ の 上 腿 部 分 と 、 脚 部 １ ０ ７ の 下 腿 部 分 と を 分 解 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ （  
ｂ ） は 腰 関 節 及 び 股 関 節 を 含 む 腰 部 １ ０ ５ と 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ の 一 部 と の 分 解 図  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 腰 部 １ ０ ５ は 腹 部 １ ０ ４ に 対 し て 連 結 さ れ る も の で あ り 、 図  
２ （ ｂ ） に 示 す パ ー ツ ２ ０ １ の 球 形 状 の 連 結 部 （ ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ） で 連 結 さ れ る 。 即 ち  
、 本 実 施 形 態 に 係 る 腰 関 節 は ボ ー ル ジ ョ イ ン ト で 回 動 可 能 に 腰 部 １ ０ ５ を 腹 部 １ ０ ４ に 対  
し て 連 結 す る も の で あ る 。 し か し 、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な く 、 球 形 状 の 連 結 部 に 代 え  
て 他 の 形 状 の 連 結 部 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の 点 線 で 囲 ま れ た 腰 部 １ ０ ５ 及 び 脚 部 １ ０ ７ の 上 腿 部 分 の 分 解  
構 成 を 示 す 。 腰 部 １ ０ ５ は 、 少 な く と も 複 数 の パ ー ツ ２ ０ １ ～ ２ ０ ４ を 含 ん で 構 成 さ れ る  
。 パ ー ツ ２ ０ １ は 、 複 数 の 可 動 機 構 の 基 部 と な る パ ー ツ （ 第 １ パ ー ツ ） で あ る 。 パ ー ツ ２  
０ ２ （ 第 ２ パ ー ツ ） は パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。 パ ー ツ ２ ０ ２ は 、 人  
形 型 玩 具 １ ０ ０ の 腰 部 の 一 部 や 服 飾 の 一 部 を 構 成 す る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人  
形 型 玩 具 １ ０ ０ で は 、 腰 部 の 一 部 や 服 飾 の 一 部 が 他 可 動 機 構 や 他 の パ ー ツ か ら 独 立 し た 軸  
可 動 で 動 作 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ の そ れ ぞ れ は 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 一 端 に 形 成 さ れ た 円 筒 部 に 順  
次 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 股 関 節 が 形 成 さ れ る 。 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、  
２ ０ ３ の そ れ ぞ れ に は 、 さ ら に 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ の 上 腿 部 分 で あ る パ ー ツ ２ ０ ５  
ａ 、 ２ ０ ５ ｂ が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 パ ー ツ ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ が 組 み 立  
て ら れ た パ ー ツ 群 が 、 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 服 飾 の 一 部 で あ る ス カ ー ト 等 を 表 現 す る パ ー ツ  
２ ０ ４ で 覆 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 パ ー ツ ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ が パ ー ツ ２  
０ ４ の 下 部 か ら 挿 入 さ れ 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 球 形 状 の 連 結 部 が 腹 部 １ ０ ４ を 構 成 す る パ ー ツ  
に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 腰 関 節 可 動 機 構 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 複 数 可 動 機 構 の 基 部 と な る パ ー ツ ２ ０ １ が 他 の パ ー ツ と 連 結 さ れ る こ と に  
よ っ て 、 パ ー ツ ２ ０ ２ の 可 動 機 構 （ 第 １ 可 動 機 構 ） 、 股 関 節 の 可 動 機 構 （ 第 ２ 可 動 機 構 ）  
、 及 び 腰 関 節 の 可 動 機 構 （ 第 ３ 可 動 機 構 ） が 実 現 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 少 な い パ ー ツ で 種  
々 の 動 作 を 実 現 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 パ ー ツ ２ ０ １ が ボ ー ル ジ ョ イ ン ト に よ っ  
て パ ー ツ ２ ０ ２ に 対 し て 多 方 向 に 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 複 数 の 可 動 機 構 を 実 現 す る こ と に よ っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７  
ｂ の 一 部 を 形 成 す る パ ー ツ ２ ０ ５ ａ 、 ２ ０ ５ ｂ の 股 関 節 へ の 接 続 部 分 が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ  
る パ ー ツ ２ ０ ２ の ２ つ の 開 口 部 の 開 口 領 域 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 パ ー  
ツ ２ ０ １ が パ ー ツ ２ ０ ２ に 対 し て 多 方 向 に 回 動 す る こ と に よ り 、 パ ー ツ ２ ０ ５ ａ 、 ２ ０ ５  
ｂ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ の 円 筒 部 も 連 動 し て 回 動 し 、 当 該 開 口  
部 の 開 口 領 域 を 最 大 限 に 活 用 し た 可 動 範 囲 を 得 る こ と が で き る 。 つ ま り 、 股 関 節 の 可 動 機  
構 に よ る 可 動 に 加 え て 、 パ ー ツ ２ ０ １ に よ る パ ー ツ ２ ０ ４ に 対 す る 回 動 に よ り 、 さ ら に 可  
動 範 囲 を 広 げ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 よ り 自 然 な 動 作 や 多 彩 な ポ ー ジ ン グ を 実 現 す る こ  
と が で き る 。 動 作 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 複 数 の 可 動 機 構 の 詳 細 な 構 成 ＞
　 次 に 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 複 数 の 可 動 機 構  
の 詳 細 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ３ （ ｂ ） は 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ 可 動 機  
構 の 組 立 構 成 を 示 す 。 図 ３ （ ｃ ） は 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ 可 動 機 構 に よ る 動 作 の 一 例 を 示  
す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ に は 、 腹 部 １ ０ ４ の パ ー ツ に 連 結 さ れ 、 腰 関 節  
を 形 成 す る 球 形 状 の 連 結 部 ３ １ １ と 、 パ ー ツ ２ ０ ２ に 連 結 さ れ る 球 形 状 の 連 結 部 ３ １ ２ と  
、 股 関 節 を 形 成 す る た め の 円 筒 形 状 （ 又 は 棒 形 状 ） の 連 結 部 ３ １ ３ と が 含 ま れ る 。 ま た 、  
パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ は 、 一 端 に リ ン グ 形 状 の 接 続 部 ３ ３ １ ａ 、 ３ ３ １ ｂ と 、 他 端 に  
円 筒 形 状 の 接 続 部 ３ ３ ２ ａ 、 ３ ３ ２ ｂ と を 有 す る 。 ま ず パ ー ツ ２ ０ １ に は 一 方 の パ ー ツ ２  
０ ３ ｂ が 接 続 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 リ ン グ 形 状 の 接 続 部 ３ ３ １ ｂ に 対 し て 連 結 部 ３ １ ３ が  
挿 入 さ れ て 連 結 さ れ る 。 パ ー ツ ２ ０ ３ ｂ の 円 筒 形 状 （ 又 は 棒 形 状 ） の 接 続 部 ３ ３ ２ ｂ に は  
さ ら に 脚 部 １ ０ ７ ｂ の パ ー ツ ２ ０ ５ ｂ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ｂ は パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て 連 結 部 ３ １ ３ を 回 転  
軸 （ 可 動 軸 ） と し て 矢 印 方 向 に 回 転 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ｂ に 接 続 さ れ  
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る 脚 部 １ ０ ７ ｂ も 連 動 し て 矢 印 方 向 に 回 動 す る 。 パ ー ツ ２ ０ ３ ｂ が 接 続 さ れ た パ ー ツ ２ ０  
１ に は 、 さ ら に 他 方 の パ ー ツ ２ ０ ３ ａ が 接 続 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 リ ン グ 形 状 の 接 続 部 ３  
３ １ ａ に 対 し て 円 筒 形 状 の 連 結 部 ３ １ ３ が 挿 入 さ れ て 連 結 さ れ る 。 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ の 円 筒  
形 状 （ 又 は 棒 形 状 ） の 接 続 部 ３ ３ ２ ａ に は さ ら に 脚 部 １ ０ ７ ａ の パ ー ツ ２ ０ ５ ａ が 接 続 さ  
れ る 。 こ こ で は 、 パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て パ ー ツ ２ ０ ３ ｂ 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ の 順 序 で 連 結 す  
る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な く 、 逆 の 順 序 で 連 結 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ は パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て 連 結 部 ３ １ ３ を 回 転  
軸 と し て 矢 印 方 向 に 回 転 可 能 で あ る 。 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ に 接 続 さ れ る 脚 部 １ ０ ７ ａ も 連 動 し  
て 矢 印 方 向 に 回 動 す る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 股 関 節 は パ ー  
ツ ２ ０ １ と パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ に  
連 結 さ れ る 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ が パ ー ツ ２ ０ １ の 連 結 部 ３ １ ３ を 回 転 軸 と し て 回 動 す  
る こ と が で き る 。 な お 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ は さ ら に 追 加 の 可 動 機 構 を 備 え る 。 詳 細  
に つ い て は 図 ５ を 用 い て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ｃ ） を 参 照 す る と 明 ら か な よ う に 、 連 結 部 ３ １ ３ は 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 下  
方 向 に あ る 程 度 の 傾 き を 有 し て 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 人 間 の 股 関 節 に 類 似 し た 動 作 を 実 現  
す る た め の も の で あ る 。 人 間 の 股 関 節 か ら は 、 左 脚 、 右 脚 が そ れ ぞ れ 斜 め 下 方 向 に 延 伸 し  
て お り 、 真 横 に 延 伸 し て い る わ け で は な い 。 し た が っ て 、 連 結 部 ３ １ ３ を 人 間 と 同 様 の 傾  
き で 形 成 す る こ と に よ り 、 よ り 自 然 な 印 象 で の 動 作 を 実 現 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 本  
実 施 形 態 に 係 る 股 関 節 は 斜 め 下 方 向 に 動 作 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 連 結 部 ３ １ ３ に 接 続  
さ れ る パ ー ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ 及 び 当 該 パ ー ツ に 接 続 さ れ る 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ に  
つ い て も 斜 め 下 方 向 、 或 い は 戻 る 方 向 と し て 斜 め 上 方 向 へ の 回 動 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 可 動 機 構 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 図 ３ で 説 明 し  
た 股 関 節 を パ ー ツ ２ ０ ２ へ 組 み 付 け る 様 子 を 示 す 。 図 ４ （ ｂ ） は 組 立 後 の 平 面 図 を 示 し 、  
図 ４ （ ｃ ） は 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 股 関 節 と し て 組 み 立 て ら れ た パ ー ツ 群 の う ち 、 パ ー ツ ２ ０ １  
の 連 結 部 ３ １ ２ が 可 動 軸 と し て パ ー ツ ２ ０ ２ の 円 筒 形 状 の 受 け 入 れ 部 ４ ０ １ に 回 動 可 能 に  
連 結 さ れ る 。 こ れ に よ り 第 ２ 可 動 機 構 が 構 成 さ れ る 。 パ ー ツ ２ ０ ２ は 例 え ば 人 形 型 玩 具 １  
０ ０ の 服 飾 部 で あ り 、 パ ー ツ ２ ０ １ と 連 結 す る こ と に よ り 股 関 節 に 追 従 し て 動 作 可 能 と な  
り 、 例 え ば 脚 部 １ ０ ７ を 屈 折 さ せ る 動 作 を 行 う 場 合 に 、 よ り 可 動 範 囲 を 広 げ つ つ 自 然 な 動  
作 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 パ ー ツ ２ ０ ２ に は 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ て 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 接  
続 部 ３ ３ ２ ａ 、 ３ ３ ２ ｂ と 連 結 さ せ る た め の 開 口 部 ４ ０ ２ ａ 、 ４ ０ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る  
。 な お 、 パ ー ツ ２ ０ １ が パ ー ツ ２ ０ ２ に 対 し て 可 動 し な い 構 成 で あ る 場 合 、 脚 部 １ ０ ７ ａ  
、 １ ０ ７ ｂ は 、 接 続 部 ３ ３ ２ ａ 、 ３ ３ ２ ｂ に 対 し て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る た め 、 当 該 回 転  
動 作 に 応 じ た 範 囲 内 で 動 作 す る こ と が で き る 。 し か し 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 接 続 部  
３ ３ ２ ｂ を 回 転 軸 と し た 脚 部 １ ０ ７ ｂ の 回 転 動 作 だ け で は 、 パ ー ツ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ た 開  
口 部 ４ ０ ２ ｂ の 開 口 領 域 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 連 結 部 ３ １ ２ を 球 形 状 で 形 成 し 、 パ ー ツ ２ ０  
２ に 対 し て 連 結 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２  
０ １ は 、 パ ー ツ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ０ ２ ａ 、 ４ ０ ２ ｂ の 開 口 領 域 の 範 囲 内 で 多 方  
向 に 回 動 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 パ ー ツ ２ ０ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ０ ２ ａ 、 ４ ０ ２ ｂ  
の 開 口 領 域 を 有 効 に 利 用 し 、 よ り 可 動 範 囲 を 拡 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 脚 部 の 可 動 機 構 ＞
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　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 股 関 節 に 接 続 さ れ る 脚 部 の 可 動 機 構 つ い て 説  
明 す る 。 図 ５ （ ａ ） は 脚 部 １ ０ ７ ａ の 一 部 の パ ー ツ ２ ０ ５ ａ の 分 解 図 を 示 す 。 図 ５ （ ｂ ）  
は パ ー ツ ２ ０ ３ ａ と パ ー ツ ２ ０ ５ ａ を 接 続 し た 状 態 の 断 面 図 を 示 す 。 な お 、 図 ５ を 用 い て  
、 右 脚 の 可 動 機 構 の 構 成 に つ い て 説 明 す る が 、 左 脚 の 構 成 に つ い て は 同 様 で あ る た め 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 脚 部 １ ０ ７ ａ の パ ー ツ ２ ０ ５ ａ は 、 さ ら に パ ー ツ ３ ４ １ ～ ３  
４ ４ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 パ ー ツ ３ ４ １ は パ ー ツ ２ ０ ５ ａ の 基 部 と な る パ ー ツ で あ り 、 上  
部 の 受 け 入 れ 部 に お い て 、 球 形 状 の パ ー ツ ３ ４ ２ と パ ー ツ ２ ０ ３ ａ の 接 続 部 ３ ３ ２ ａ が 接  
続 さ れ る 。 つ ま り 、 パ ー ツ ３ ４ ２ と パ ー ツ ２ ０ ３ ａ の 接 続 部 ３ ３ ２ ａ が 組 み 付 け ら れ る こ  
と に よ り 、 球 形 状 の 連 結 部 （ ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ） と し て 機 能 す る 。 な お 、 パ ー ツ ３ ４ ２ と  
パ ー ツ ２ ０ ３ ａ と の ２ つ の パ ー ツ で ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 形 成 す る こ と に よ り 、 １ つ の パ ー  
ツ で 実 現 す る 場 合 と 比 較 し て 、 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ を 組 み 立 て る 際 に 必 要 な 空 間 を 確 保 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ ３ ａ と パ ー ツ ３ ４ ２ と が 組 み 付 け ら れ て ボ ー ル ジ  
ョ イ ン ト を 形 成 し 、 脚 部 １ ０ ７ ａ の 内 部 に 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 パ ー ツ ２ ０ ５ ａ に 接  
続 さ れ る 脚 部 １ ０ ７ ａ は 、 股 関 節 に 対 し て 他 の パ ー ツ の 制 限 の 範 囲 内 で 矢 印 ５ ０ １ に 示 す  
よ う に 全 方 向 に 回 動 可 能 と な る 。 ま た 、 パ ー ツ ３ ４ １ の 下 部 の 円 筒 部 が パ ー ツ ３ ４ ４ の 凹  
部 に 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ る 。 し た が っ て 、 脚 部 １ ０ ７ ａ で は 、 パ ー ツ ３ ４ ４ 以 下 の 部 分 が  
パ ー ツ ３ ４ １ に 対 し て 矢 印 ５ ０ ２ の 方 向 に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 下 体 部 の 動 作 ＞
　 以 下 で は 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 下 体 部 の 動 作 に つ い て 説 明 す る  
。 図 ６ は 図 １ Ａ の Ａ － Ａ ’ の 切 断 面 で 切 断 し た 場 合 の 胴 体 部 の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 パ ー ツ ２ ０ １ は 腹 部 １ ０ ４ 及 び 腰 部 １ ０ ５ を 連 結 す る 連 結 部 材 で あ り 、 接 続 さ れ る パ ー  
ツ と と も に 矢 印 ６ ０ １ ～ ６ ０ ４ の 少 な く と も ４ つ の 可 動 機 構 を 有 し て 組 み 付 け ら れ る 。 矢  
印 ６ ０ １ 方 向 の 動 作 は 、 球 形 状 で 形 成 さ れ た 連 結 部 ３ １ １ に 接 続 さ れ る 腹 部 １ ０ ４ か ら パ  
ー ツ ２ ０ １ が 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 上 下 方 向 へ の 動 作 可 能 で あ る こ と を 示 す 。 こ れ に よ り 、  
パ ー ツ ２ ０ １ 及 び パ ー ツ ２ ０ １ に 接 続 さ れ た 腰 部 １ ０ ５ は 、 腹 部 １ ０ ４ か ら 下 方 向 へ ず ら  
す こ と が で き 、 腹 部 １ ０ ４ と 腰 部 １ ０ ５ と 間 に 空 間 を つ く る こ と が で き る 。 こ の 空 間 は 、  
例 え ば 矢 印 ６ ０ ２ ～ ６ ０ ３ 方 向 へ 動 作 す る 際 の 空 間 を 確 保 す る た め の も の で あ り 、 よ り 可  
動 域 を 広 げ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 矢 印 ６ ０ ２ は 、 図 ４ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て パ ー ツ ２ ０ ２ が 多  
方 向 に 回 動 可 能 で あ る こ と を 示 す 。 当 該 動 作 に つ い て は 既 に 説 明 し て い る た め 詳 細 に つ い  
て は 省 略 す る 。 矢 印 ６ ０ ３ は 、 図 ４ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て パ ー  
ツ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ が 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 上 下 方 向 に 回 転 可 能 で あ る こ と を 示 す 。 当 該  
動 作 に つ い て は 既 に 説 明 し て い る た め 詳 細 に つ い て は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 矢 印 ６ ０ ４ は 、 腹 部 １ ０ ４ に 対 し て 他 の パ ー ツ に よ る 空 間 的 制 限 の 範 囲 内 で 全 方 向 へ 回  
動 可 能 で あ る こ と を 示 す 。 こ れ は 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 連 結 部 ３ １ １ が 球 形 状 で 形 成 さ れ て い  
る た め で あ る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る パ ー ツ ２ ０ １ を 中 心 と し た 可 動 機 構 は 上 述  
し た 少 な く と も ４ つ の 動 作 が 可 能 で あ る 。 こ れ ら の ４ つ の 動 作 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り  
、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ は 少 な い パ ー ツ で よ り 広 い 可 動 域 で 種 々 の 動 作 を 実  
現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 で は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 動 作 の 一 例 を 示 す 。 図 ７ は 脚 部 １ ０ ７  
（ 脚 部 １ ０ ７ ｂ の パ ー ツ ２ ０ ５ ｂ ） を 前 方 向 に 回 動 さ せ た 状 態 で の 姿 勢 を 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 矢 印 ７ ０ １ に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ を 下 方 向 に 引 き 出 す 。 こ れ に よ り 、 パ ー ツ  
２ ０ １ に 接 続 さ れ た 腰 部 １ ０ ５ の 各 種 パ ー ツ や 脚 部 １ ０ ７ も 同 時 に 下 方 向 へ 引 き 出 さ れ る  
。 続 い て 、 矢 印 ７ ０ ２ に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ の 連 結 部 ３ １ ３ に 対 し て パ ー ツ ２ ０ ３  
ａ 、 ２ ０ ３ ｂ を そ れ ぞ れ 斜 め 下 方 向 に （ 例 え ば 、 １ ８ 度 ） 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の  
際 、 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ も 同 様 に 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 上 体 部 か ら 離 れ る 方 向 に 動 作 す  
る 。 し た が っ て 、 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 臀 部 あ た り に お い て 、 脚 部 １ ０ ７ と 上 体 部 と の 間 に  
隙 間 が 発 生 し 、 人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 体 形 の ラ イ ン が 途 切 れ て し ま い 不 自 然 な 印 象 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば さ ら に 、 矢 印 ７ ０ ３ に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ １ に 対 し て  
パ ー ツ ２ ０ ２ を 下 方 向 に （ 例 え ば 、 ２ ０ 度 ） 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 パ ー  
ツ ２ ０ ２ が 腰 部 の 一 部 や 服 飾 部 の 一 部 を 形 成 し て い る た め 、 脚 部 １ ０ ７ の 動 き に 追 従 し た  
動 作 を 行 う こ と が で き 、 体 の ラ イ ン を 滑 ら か に 見 せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 矢 印 ７ ０ ４ に 示 す よ う に 、 パ ー ツ ２ ０ ５ と パ ー ツ ２ ０ ３ と に よ っ て 形 成 さ れ た  
ボ ー ル ジ ョ イ ン ト （ ６ １ ０ ） に よ っ て 、 脚 部 １ ０ ７ を 服 飾 パ ー ツ の 空 間 の 範 囲 内 で 回 動 さ  
せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 脚 部 １ ０ ７ を 前 方 向 に 大 き く 回 動  
さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 上 述 し た 動 作 の 順 序 に つ い て は 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な く  
、 任 意 の 順 序 で 動 作 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 腰 部 １ ０ ５ 及 び 脚 部 １ ０ ７ ｂ を 前 方 向 に 回 動 さ せ た 場 合 に お い て 、  
人 形 型 玩 具 １ ０ ０ の 背 中 か ら 臀 部 に か け て の ラ イ ン （ 点 線 で 示 す ） が 滑 ら に 自 然 な 印 象 で  
当 該 回 動 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 股 関 節 が 斜 め 方 向 に 動 作 す る こ と か ら 、 脚 部 １  
０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ を ク ロ ス さ せ る な ど の 姿 勢 を 容 易 に 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 模 型 玩 具 （ １ ０ ０ ） は 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 （  
３ １ ２ ） と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２ 連 結 部 （ ３ １ ３ ） と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な  
る 第 １ パ ー ツ （ ２ ０ １ ） と 、 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 （ ４ ０ １ ） を  
有 す る 第 ２ パ ー ツ （ ２ ０ ２ ） と 、 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 （ ３ ３ １  
ａ 、 ３ ３ １ ｂ ） を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ （ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ ） と を 備 え る 。 ま た 、 第  
１ 連 結 部 と 第 １ 接 続 部 に よ っ て 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 連 結 部 と 第 ２ 接  
続 部 に よ っ て 、 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 は 、 例 え ば 模 型 玩 具 に お い て 、 よ り 少 な い パ ー ツ で 複 数 の 可 動 機  
構 を 実 現 す る 仕 組 み を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 第 １ 可 動 機 構 及  
び 第 ２ 可 動 機 構 に よ っ て 、 股 関 節 に 接 続 さ れ た 脚 部 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ が 多 方 向 に 回 動 す  
る こ と が で き 、 パ ー ツ ２ ０ ２ の 開 口 部 ４ ０ ２ ａ 、 ４ ０ ２ ｂ の 開 口 領 域 を 有 効 に 利 用 す る こ  
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 自 然 な 印 象 で 動 作 を 行 う 可 動 機 構 を 実 現 す る 仕 組 み を 提 供 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ＜ 変 形 例 ＞
　 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 、 種 々 の 変 形  
・ 変 更 が 可 能 で あ る 。 上 記 実 施 形 態 で は 、 模 型 玩 具 と し て 人 形 型 玩 具 の 例 を 説 明 し た が 、  
人 形 型 玩 具 （ 人 形 体 ） の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 人 、 動 物 、 ロ ボ ッ ト 、 昆  
虫 、 恐 竜 、 仮 想 生 命 体 等 、 様 々 な 形 状 を 含 む も の で あ る 。 ま た 、 可 動 部 を 含 む 形 態 で あ れ  
ば 、 模 型 玩 具 の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ＜ 実 施 形 態 の ま と め ＞
　 上 記 実 施 形 態 は 以 下 の 模 型 玩 具 、 及 び 関 節 構 造 体 を 少 な く と も 開 示 す る 。
（ １ ） 模 型 玩 具 で あ っ て 、
　 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と  
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な る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ っ て 前 記 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む  
前 記 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 模 型 玩 具 。
（ ２ ） 前 記 第 ３ パ ー ツ は 、 そ れ ぞ れ が 前 記 第 ２ 接 続 部 を 有 す る ２ つ の 第 ３ パ ー ツ で あ り 、
　 前 記 第 ２ 可 動 機 構 は 、 一 方 の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 第 ２ 接 続 部 が 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能  
に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 他 方 の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 第 ２ 接 続 部 が 該 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接  
続 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ３ ） 前 記 第 １ パ ー ツ は 他 端 に 形 成 さ れ た 球 形 状 の 第 ３ 連 結 部 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 ３ 連 結 部 は 第 ４ パ ー ツ と 接 続 さ れ て 第 ３ 可 動 機 構 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る （  
１ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ４ ） 前 記 第 １ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 服 飾 の 一 部 を 形 成 す る 前 記 第 ２ パ ー ツ の 可 動  
軸 と し て 機 能 し 、
　 前 記 第 ２ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 股 関 節 の 可 動 軸 と し て 機 能 し 、
　 前 記 第 ３ 可 動 機 構 は 、 前 記 模 型 玩 具 の 腰 関 節 の 可 動 軸 と し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る  
（ ３ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ５ ） ２ つ の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 他 端 に は 、 前 記 模 型 玩 具 の 脚 部 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る （ ２ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ６ ） ２ つ の 前 記 第 ３ パ ー ツ の 他 端 は そ れ ぞ れ 円 筒 部 を 有 し 、
　 各 円 筒 部 が 前 記 脚 部 の 内 部 に 設 け ら れ た 球 形 状 の 接 続 部 へ 挿 入 さ れ 、 各 脚 部 が 前 記 第 ３  
パ ー ツ に 対 し て 回 動 可 能 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る （ ５ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ７ ） 前 記 第 ２ パ ー ツ は 、 前 記 第 １ パ ー ツ に 連 結 さ れ た 際 に 、 前 記 第 １ パ ー ツ 及 び 前 記 第  
３ パ ー ツ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 ３ パ ー ツ の 前 記 第 ２ 接 続 部 に 対 し て 前 記 脚  
部 を 接 続 す る た め の 開 口 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 脚 部 は 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 及 び 前 記 第 ２ 可 動 機 構 に よ っ て 前 記 開 口 部 の 開 口 領 域 の  
範 囲 内 で 多 方 向 に 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ５ ） 又 は （ ６ ） に 記 載 の 模 型 玩 具 。
（ ８ ） 前 記 第 ２ 可 動 機 構 に よ る 前 記 脚 部 の 回 動 に 追 従 し て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 に よ っ て 前  
記 第 ２ パ ー ツ が 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ ５ ） 乃 至 （ ７ ） の 何 れ か １ つ に 記 載 の  
模 型 玩 具 。
（ ９ ） 可 動 構 造 体 で あ っ て 、
　 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 と 、 一 端 に 形 成 さ れ た 第 ２ 連 結 部 と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と  
な る 第 １ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 を 有 す る 第 ２ パ ー ツ と 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 を 一 端 に 有 す る 第 ３ パ ー ツ と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 連 結 部 と 前 記 第 １ 接 続 部 に よ っ て 前 記 可 動 構 造 体 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 前 記 第 １ 可 動 機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む  
前 記 可 動 構 造 体 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 可 動 構 造 体 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ０ ０ ： 人 形 型 玩 具 、 １ ０ １ ： 頭 部 、 １ ０ ２ ： 胸 部 、 １ ０ ３ ａ 、 １ ０ ３ ｂ ： 腕 部 、 １ ０  
４ ： 腹 部 、 １ ０ ５ ： 腰 部 、 １ ０ ７ ａ 、 １ ０ ７ ｂ ： 脚 部
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【 要 約 】
【 課 題 】 本 発 明 は 、 例 え ば 自 然 な 印 象 で 動 作 を 行 う 可 動 機 構 を 実 現 す る 仕 組 み を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 本 人 形 型 玩 具 （ １ ０ ０ ） は 、 球 形 状 の 第 １ 連 結 部 （ ３ １ ２ ） と 、 一 端 に 形 成  
さ れ た 第 ２ 連 結 部 （ ３ １ ３ ） と を 有 す る 複 数 の 可 動 軸 の 基 部 と な る 第 １ パ ー ツ （ ２ ０ １ ）  
と 、 第 １ 連 結 部 を 回 動 可 能 に 受 け 入 れ る 第 １ 接 続 部 （ ４ ０ １ ） を 有 す る 第 ２ パ ー ツ （ ２ ０  
２ ） と 、 第 ２ 連 結 部 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 部 （ ３ ３ １ ａ 、 ３ ３ １ ｂ ） を 一 端 に  
有 す る 第 ３ パ ー ツ （ ２ ０ ３ ａ 、 ２ ０ ３ ｂ ） と を 備 え る 。 ま た 、 第 １ 連 結 部 と 第 １ 接 続 部 に  
よ っ て 模 型 玩 具 の 第 １ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 連 結 部 と 第 ２ 接 続 部 に よ っ て 、 第 １ 可 動  
機 構 と は 異 な る 可 動 軸 を 含 む 模 型 玩 具 の 第 ２ 可 動 機 構 が 形 成 さ れ る 。
【 選 択 図 】 図 ２
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【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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